
モルドバにおけるウクライナ避難民支援実施報告【第１回】 

 

2022 年 5 月 11 日 

モルドバジャパン事務局 

 

モルドバにおけるウクライナ避難民支援事業について、2022 年 3 月 23 日～4 月 5 日を第 1

期として、皆様のご協力をお願いしましたところ、多くの方からご賛同いただき、総額

1,014,500 円のご寄付を頂戴しました。皆様のご厚志に改めて感謝申し上げます。 

 

このたび、皆様からのご寄付のおかげで、第１回物資配布が実現したため、以下の通り、概

要を報告致します。なお、今後も皆さまからのご寄付を用いた物資配布等を実施する予定で

すが、随時、結果を報告させていただきます。 

 

【実施内容】 

2022 年 4 月 16 日および 19 日、モルドバジャパンのカウンターパートであるモルドバ日本

文化文明協会担当者が、モルドバ共和国中部にあるテレネシュティ県カザネシュティ村に

避難している 42 名のウクライナ避難民（うち 20 名が子ども）の方々に必要物資を届けま

した。 

 

この村では、高校の寮が避難所として利用されています。ここに避難している避難民の大半

は、ウクライナ沿岸部ミコライウ（NIKOLAEV）やオデーサ（ODESA）出身でモルドバ当

局の紹介を受けてこの村にたどりつきました。 

 

この避難所では、昼食は毎日モルドバ当局から配給されていますが、朝食と夕食については、

10 日に 1 度、モルドバ当局から配給される一人 70 モルドバレイ（日本円にしておおそ 490

円）分の食料品を用いて避難民が自炊したり、近隣住民が提供したりしています。しかし、

生活物資の配給はありません。このため、弊団体が、これまでカザネシュティ村で教育支援

事業をしていたことも踏まえ、今回、この村で物資を配布することにしました。 

 

物資は、生活の基盤を築くことを念頭に、鍋、フライパン、ざるといった調理器具のほか、

衣類、靴、ひとり 2 セットずつの下着と靴下、衣類用洗剤、食器用洗剤、パイプ洗浄剤、ア

イロン、ドライヤー、タオルを配布しました。また、少しでも体力を付けてもらおうと、卵、

バター、砂糖、チーズ、牛乳、子ども用の甘いチーズ、ソーセージ、コーヒー、紅茶も配布

したほか、キリスト教で重要な日、イースター用のパンなどが避難民の方々に届けられまし

た（下記写真ご参照）。 



【現地からの声】 

避難民のひとり、ラナさんからは次のような言葉が寄せられています（動画ご参照）。 

 

私たちはオデーサから避難してきました。ここは居心地がよいです。生活するために快適な

環境があります。慈悲の心を持ち、おもてなしをしてくださったモルドバの方々に感謝し、

衣類、靴、その他の物資とともに、日々の生活に必要なもの全てを確保してくださった日本

の支援者の皆様に感謝します。 

 

また、物資配布を行った担当者は「イースターという特別な日を前に、清潔な衣服のみなら

ず、イースターのお祝いの品も届けることができ、避難民の方々を少しでも喜ばせることが

できて嬉しく思っています」と言っていました。 

 

物資を届けてくださったモルドバ日本文化文明協会のライサ・ブラドゥツァーヌ（Raisa 

Braduțanu）理事長からは、下記のようなメッセージが届いています。 

 

今日（4 月 16 日）カザネシュティ村に行ってきました。避難民の方々からお願いのあった

もの全部を持って行きました。皆さん、感謝しておられ、日本の方々に対して、深い感謝の

言葉が述べられるとともに、日本の方々の健康と繁栄をお祈りしておられました。特に、（モ

ルドバジャパンを通じて）直接支援くださった方に、感謝の言葉を伝えるようにお願いされ

ました。…（中略）… 洋服、下着、靴という必須なものを避難民の方々に確保しました。

少しだけ足りなかったり、サイズが合わなかったりして何人かの方々にまだお渡しできて

いません。３人程度の方々のみです。また近い内にこれらをお渡ししに行きます。イースタ

ーまでに新しい服が皆さんの手元にあるようにしたいと思っています。 

春を前に避難民の方々を冬の衣類のままにせずにすんで嬉しく思っています。当面の間必

要なものは、彼らの手元にあることになります。高校の寮における避難民の方々の（モルド

バ人）担当責任者はとても控えめな女性で、避難民の方々と共に物事をよくやりくりしてい

ます。双方よい関係です。そして、寮のその他のスタッフも同様に避難民の方々とよい関係

が築かれています。避難民の子どもはたくさんいます。２～１５歳です。今後、この子ども

たちに対して（日本の皆様からいただいたご寄付で）何か支援をすることを考えています。 

…（中略）…イースターが来る前に（物資をお届けして）避難民の方々を少しでも喜ばせる

ことができてとても嬉しいです。 

 

 

弊団体では、皆様からいただいたご寄付で、モルドバにおけるウクライナ避難民支援を継続

し、今後も結果をご報告して参ります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難民の方々を受け入れているカザネシュティ村の高校 

避難所に到着した物資の荷下ろし

をするモルドバ日本文化文明協会

担当者と避難民の方 

事前に聞き取りを行った必要物資のリスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布した物資 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布した物資に付したステッカー 

「NGO モルドバジャパン 

NGO モルドバジャパン及びモルドバ日本文化文明協会と協力した日本の寄付者より」 

物資を受け取る避難民の方々 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物資を届けたモルドバ日本文化文明協会

のメンバーを見送る避難民の子どもたち 

（以上） 


